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新　刊　紹　介

『Le goût du café au lait』 
 - Une japonaise à Paris - 
（L'Harmattan 社） 

三嶋 愛子

　今回私の仏語小説第二作 Le goût du café au lait （サブタイト

ル - Une japonaise à Paris）が出版されました。自伝的なもので、
半世紀以上パリに生きた日本の女性が留学生時代を回顧する形になっ
ています。130ページの中編ですが、”第一歩”、”ソルボンヌ”、”五
月事件”など29章に分かれているので読みやすいです。 

　私がパリに第一歩を踏み入れたのは1958年でした。オペラ座を始

め、コメディ・フランセーズ、ルーブルもまだ清掃されておらず煤で
真っ黒でしたが、それがとても厳めしく、長年の伝統を感じさせた
のを覚えています。オルセー美術館はまだ無くて印象派の絵はチュ
イルリー公園の隅のJeu de PaumeとOrangerie美術館に陳列され
ていました。日本人の数も少なく、よくヴェトナム人と間違えられ

たものです。翌1959年の新年は日本大使館のパーティーに全留学生
が招ばれ、文学者も音楽家も柔道家も皆一堂に会してとてもアット
ホームな雰囲気でした。バスの後部が展望車式になっていてそこで
車掌が紐を引っ張ってちんちんと発車合図をしたのが懐かしく思い
出されます。 

　フランスの社会は第二次大戦の疲弊からまだ抜け切れておらず、
その上仏印戦争、アルジェリアの独立戦争があって必ずしも明るく
ありませんでした。又１０年後には学生運動に端を発し国中の大ス
トになった有名な五月事件があったりで激動していたと言えるでしょ
う。 

　そうした中で私は最初のうちこそ陰鬱な冬や孤独に悩まされたも
のの慣れるにつれ美しい自然や情緒に満ちた町の魅力に惹かれて行
きました。美術館や展覧会、講演会にも足しげく通いました。こう
してパリやフランスについて学ぶにつれもっと奥へ進みたい、フラ 
ンスのみならず欧州も知りたいと情熱を燃やし、フランス語の習得

が終わってもどうしても帰国の決心がつかずパリに留まったという
のが私の半生です。 

　昔は良く”海外に出ると地球の丸いのが見える”と言われました。
今は宇宙飛行士が現実に地球の丸いの見ているわけですが、、、半
世紀にわたるパリの歴史と共に生きた私は日本に閉じこもっていた

ら想像もつかないような体験をしたと思います。今回の作品でその 
体験の一部を語る事ができて嬉しいです。

三嶋 愛子（みしま　あいこ　会員） 
１９５８年仏語留学生として渡仏。 
１９６１年より仏国三菱商事会社に勤務。 
１９９４年定退後小説を書き始め、 
２０１４年６月第一号作品 Le goût du motchi,  
２０１７年１２月 Le goût du café au lait を 
いずれも L'Harmattan 社より出版。 
（お近くのどの書店でも購入できます）
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にっぽん人
ある修道会のステンドグラス 

稲葉　猛 (NAC会員)

私が1970年フランスに住み始めた頃からの旧友、フランス人金銀細工師
から、2004年にパリのダンフェルロシュロー広場近くにある修道会の古
い礼拝堂の内部を改装する話があり、これまであったガラスだけの窓をス
テンドグラスに入れ替えることになつたが、私に作ってみないかと問い合
わせてきたので引き受けました。　　 
主題は旧約聖書、創世記第１章。 
ステンドグラスと言っても伝統的な鉛枠とカットした色ガラスで制作する
のではなく、厚い板ガラスに加熱成形（thermoformage）という方法で
浮彫り模様を成形するもので、窓毎に１枚ガラスを嵌めこむ。 
その下準備として板に浮彫り模様を施し,それを砂の鋳型に移し、その上
に板ガラスを載せ高熱を加えてガラスに凹凸をつけ、色はその後に付け加
えるという方法で制作したものです。 
下絵に当る板の浮彫りは私が準備し、ガラス成形はこの細工師の友人のＭ
ＯＦ(meilleur ouvrier de France)のタイトルを持つガラス職人が携わっ
た共同作業で、10枚のステンドグラスの内９枚は180ｘ50㎝、最後の1
枚は125ｘ70㎝のサイズです。                                                              
なお、内装、家具類のデザインはその友人細工師が設計し、銀の祭器類は
彼自身が手掛けたものです。簡素で祈りの場にふさわしい礼拝堂となりま
した。 
  
礼拝堂所在地： 
Communaute Assomptionniste  Provence de France 
79 Avenue Denfert-Rochereau  75014 PARIS

引越説明会

予約 
相談

引越専用ダイヤル（日本語でどうぞ） 
☎ 01 41 84 63 50 弊社サイトからも 

お申込頂けます

フランスでも日本でも日通がサポートだから安心！

日本はもちろん他の国への引越しもお気軽にご相談下さい。

●日本人による親切・丁寧な事前見積もり ● ベテランスタッフによる 
プロの梱包 ● 梱包明細書も日本人スタッフが全て作成 ● リーズナブルな料金  

● 自社倉庫で24時間監視つきで安心

連絡先：nittsu.paris@neeur.com  www.nipponexpress.com/moving/fr/

フランス日通　引越説明会 
2月13日(火）10H30～12H00 
会場：損保ジャパン日本興亜フランス支社 会議室18 

Rue Volney 75002 Paris  
Building “C” 6th Floor

世界日通。 
あなたのグローバルビジネスをサポート。


